
明るく、楽しい、豊かな生活

S E I M E I  A S S O C I AT I O N  F O R  T H E  W E L FA R E  O F  T H E  AG E D  B L I N D  I N C .



当協会は、盲老人および高齢化にともなう虚弱や認知症などにより、重度の介護が必要な方々の

「明るく楽しい豊かな生活」の具現と、盲大学生への奨学金貸与による育英事業を通じて、

老人福祉の向上と、視覚障害に対する社会の理解を深めていただくことに努めています。

盲養護老人ホーム 聖明園曙荘、  特別養護盲老人ホーム 聖明園寿荘、  

特別養護老人ホーム 聖明園富士見荘の3施設を経営し、心と心がふれあうあたたかいホームの

運営につとめ、地域社会の発展のために努力致します。

社会福祉法人 聖明福祉協会
理事長  本間清郷創立の理念

聖明福祉協会は、老いが幸せであるために献身し、礼節を重んじ、日々謙虚に

仕事の重要性を自覚、実践し、人間愛の思想を基に、高齢視覚障害者の「明る

く楽しい豊かな生活」を具現するとともに、奨学金制度により若き盲大学生に夢

と希望の灯をともすことを創立の理念としています。

このマークは「利用する人」「援助する人」

「働く人」の三者が一つの目標に向かって

成長する大らかでたくましい三つの線をあ

らわします。

上皇・上皇后両陛下 2 回目の行幸啓 ( 平成 14年 4 月 11 日 )

社会福祉法人

聖明福祉協会

未来へはばたく、盲大学生の向上心を応援　昭和 44 年、創立15周年記念事業とし

て向学心に燃える盲大学生の勉学の一助となるように設けた、わが国唯一の育英資

金制度です。篤志家の寄付金およびご理解ある団体からの助成金によって奨学金制

度が運営されています。

毎年 4月に申込書を受付、修学年限の最終月まで奨学金が受けられます。

申込についてやご相談など詳しくお知りになりたい方は、直接お尋ねください。

詳細は法人事務局まで
お問い合わせ下さい盲大学生奨学金制度



要介護 3～5（特例として要介護 1 ～ 2）の状態と判定を受け、日常生活に常に

介護が必要で、視覚に障害をお持ちの方にご利用いただく、都内唯一の盲老人

専門の老人ホームです。容態に合わせた支援と適切な介護サービスを通じて、

高齢による身体機能の低下や重度の認知症などでご自宅での生活や介護が困

難な方の、豊かな生活をお手伝いします。入居を希望される方やご相談など詳

しくお知りになりたい方は、直接お尋ね下さい。

要介護 3～5（特例として要介護 1 ～ 2）の状態と判定を受け、日常生活に常

に介護が必要な方にご利用いただく老人ホームです。容態に合わせた支援と

適切な介護サービスを通じて、高年齢による身体機能の低下や重度の認知症

などでご自宅の生活や介護が困難な方の、豊かな生活をお手伝いします。

なお、富士見荘も寿荘と同じく視覚に障害をお持ちの方にもご利用いただけ

ます。入居を希望される方やご相談など詳しくお知りになりたい方は、直接

お尋ね下さい。

指定介護老人福 祉 施 設 特別養 護老人ホーム

聖明園富士見 荘

TEL 0428-24-5703
FAX 0428-25-23 16

指定介護老人福 祉 施 設 特別養護盲老人ホーム

聖明園寿荘

TEL 0428-24-5702
FAX 0428-25-2315

視覚に障害をお持ちの65歳以上で、身のまわりのことはご自分でできる介護

を必要としない方にご利用いただきます。全室トイレ付き個室で、視覚障害

に配慮した生活環境で、ゆとりのある日常生活をおくることができます。

入居を希望される方やご相談など詳しくお知りになりたい方は、直接もよりの

区市町村相談窓口にお尋ねください。

また、区市町村を通さない契約による入居もお受けしています。

盲養護老人ホーム

聖明園曙荘

TEL 0428-24-5701
FAX 0428-24-3871

定員 100 名
昭和 57年 (1982年)12月1日開園

定員 100名
昭和 39年 (1964年) 4月1日開園

定員 93 名
昭和 50年 (1975年)6月1日開園

聖明福 祉協会の事業
社 会 福 祉 法 人



聖明福祉協会の歩み
聖明園後援会
拡がる優しさ、生まれるふれあい

会員の皆様には機関紙によって事業内容をご報告します。
ご理解のある皆様のご入会をお待ちしております。

お手元の使用済切手等が盲老人の福祉に役立ちます。
後援会では施設整備資金の一助とするため、使用済切手、
書き損じはがき、および使用済テレホンカード等のプリペイ
ドカードの収集運動を行っています。
あなたのあたたかい心をお送りください。 

創設者の著書『やすらぎ・私の交遊録』『百忍・短歌集』
『介護日記・病む妻とともに』

絵葉書　ボールペン　等

聖明福祉協会では、賛助会員のお願いもしております。
お申し出いただいた方には、資料を送らせていただきます。 

お問合せは、下記  法人事務局まで

聖明福祉協会
社 会福 祉法 人

〒198-8531 東京都青梅市根ケ布 2丁目 722 番地

TEL 0428-24-5700
FAX 0428-24-3871 

昭和24 年、学業半ばで失明した創始者本間昭雄は、
幾多の苦難を克服して再起。
同じ苦境に立つ失明者の福祉に生涯を捧げようと
決意したのが、本会のそもそもの芽生えでした。

後 援 会員

図書、絵葉書等の販売

年会費 1 口  3,000 円（何口でも結構です）

使 用済 切手と書き損じ郵便はがき等の収 集 運 動

事業を支えるための後援会活動として聖明園後援会では、
後援会員のお願いもしております。
お申し出いただいた方には、資料を送らせていただきます。 

聖明福祉協会設立

財団法人認可

社会福祉法人に改組

軽費盲老人ホーム 聖明園
（定員50名）開園

盲養護老人ホーム 第二聖明園
（定員50名）開園

第二聖明園を増築、定員を100名に

協会創立 15 周年記念事業として
盲大学生奨学金制度を創設

特別養護老人ホーム 富士見園
（定員50名）開園

※昭和 62 年 7 月より聖明園富士見荘

聖明園第二聖明園を統合し、
盲養護老人ホーム 聖明園曙荘

（定員100名）に改称

特別養護盲老人ホーム 聖明園寿荘
（定員100名）を開園

聖明園富士見荘の増築、
定員を75 名に（平成 5年より78 名）

聖明園曙荘、全面改築工事竣工
地域交流ホーム「聖明ホール」併設

聖明福祉協会 創立50周年記念誌発行

盲大学生奨学金制度
創立40 年の歩み発行

聖明園寿荘大規模修繕

聖明園富士見荘全面改築工事竣工
定員 93 名短期入所 3 名に増員

昭和 30 年  1 月 30日

昭和 35年  9月

昭和 38年  10月

昭和 39年  4月

昭和 40年 10月

昭和 44年  4 月

昭和 50年  6月

昭和 57年 12月

平成  4 年  7月

平成  6 年 10月

平成 18 年  3月

平成 22年  5月

平成 30 年 11 月

令和 4 年 11 月

←至奥多摩

JR 青梅線 至立川→

奥多摩街道多摩川

勝沼
青梅消防署

物見塚通り
青梅 IC

青梅街道

小作下

滝山街道

中央高速
八王子 IC

圏
央
道

青梅消防署前
東青梅三

東青梅北口

河辺駅

東青梅駅

青梅駅

成木街道入口

根ヶ布

天寧寺

青梅四小成
木
街
道

青梅ゴルフ場

青梅四小前

聖明福祉協会前

東青梅バス停

東青梅北口バス停

・圏央道から：「青梅インター」から物見塚通り（所要時間約 20 分）
・ 中央道から：「八王子インター」から奥多摩街道（所要時間約 50分）

JR 青梅線「東青梅駅」下車
・都営バス「東青梅駅北口バス停」から
   「成木循環」「上成木」行に乗車

・西武バス「東青梅駅バス停」から「飯能駅南口」行に乗車
　→両バスとも「聖明福祉協会前バス停」下車（所要時間約 8 分）し、　  
　    徒歩約 5 分

・「東青梅駅」からタクシー（所要時間約 8 分）

お車でお越しの方

電車でお越しの方
交
通
機
関
の
ご
案
内

社 会 福 祉 法 人
聖明 福 祉協会
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